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堂垣内知事の命により,昭和54年9月13日から10月13日までの30日間,アメリカ,カナダ,

西ドイツ,オーストリア,スイス,フランスにおいて林業研究事情を研修したO研修の主点は

北海道林業独特の重要な問題でありをがら,施業にあたり未開の分野の多い広葉樹育成につい

て,類似の株相をもつ先進国の事情を学ぶことである｡できるだけ多くの人と機関に接するよ

うに心掛て,研究の指針と交流を得ようとしたO　たまたまIUFRO　国際林業研究棟関適合)の

6-06 (一般問題部会,林業･林産業研究管理分科会)が林業研究の管理のテーマで,アメリカ,

カナダの冷温帯にある11の林業研究機関を11日間にわたり学習旅行するので,これを幸便に参

加した｡これに参加した5カ国(アメリカ,カナダ,スイス,オランダ,南アフリカ)の場長,

教授たち18名と交流することができたのは,非常に有益であった｡とくにアメリカがこの旅行

で私のためにエドウィンS.ミヤタ研究官を通訳としてつけてくれたことに対し感謝して報告す

るo　ヨーロッパでは6機関を訪ねたが,これまた親切かつ適切を案内をうけ最善の研修を果す

ことができたことに感謝するO　ここでは広葉樹育成事情の報告のみをするが,その他の事情,

研究所の管理運営･研究課題･エピソードなどについては別に報告中(林務部報…林"に昭和

55年7月から12回の予定)である｡

今回の研修に選んだ森林地帯は,緯度からみると北海道{41.5-45.5度)よりも北方だが,

すなわちアメリカ北中部およびカナダは42-47度,ヨーロッパは47-50度(バイロイト50,ウ

イ-ン48,チューリヒ47.5,ナンシー49)であるが,樹種および林相は北海道と類似の地帯で

あるO　これは巨大な熱量をもつ湾流の影響で冷温帯樹木の分布が北上して広域にひろがってい

るからである｡ブナの分布においては7ジ了での分布が北緯42.7度の黒松内低地帯に北限があ

るのに対し,ヨーロッパでは北緯60度,アメリカ大陸では47度に北限があるのはその一例であるo

ナラ,ブナ,シナノキ,トネリコ,カエデ,二レ,サクラ,クルミをどの冷温帯広美樹が繁

茂するこれらの各国では広葉樹は貴重をものであり,その柿分施薬の長期継続研究および人工

林の開発研究がさかんで･実用に供されているO北海道の広葉樹林業は日本のスギをはじめ針

葉樹主流の林業のなカ､にあって特異なものであるOむしろ,今回研修の諸国の事情がぴったり

している｡今後の交流が有益であることを報告したい｡

訪問機関および接待書は次のとおり?

アメリカ　南西太平洋椎葉試験場(バークレイ)スペイダ副場長

エルドラド国有林管理事務所(プラサビル)ライター報道官,育種研究所(同)



クレイマー技官,国営苗畑J(同)サンホセ大学77-ガソン教授,

ヨセミテ国立公園(*>;フォル二ア) 77-がノン教授,

北中部林業試験場(セントポール)ハン場長,ミネソタ大学林学部(同)スコッ

ク学部長

林産研究所(マジソン)ヤング場長,ウィスコンシン大学林学部(同)ギース教授

紙化学研究所(7プルトン)ボスナ-戸斤長

林業科学研究所(ラインラング-)ドゥソン次長

カナ　ダ　グレイトレイク林業研究センタ- (ス-セントメリ-)ケイフォ-ド場轟,森林

病害管理試験場(同)グリーン場長

オンタリオ林業研究センタ- (メ-プル)プルガ-場長

アビティビイ製紙研究センタ- (トロント)ブース所長,オンタ')オ綿究財拭

(同)ジョンズ博士,シエリダンパ-ク研究団体(同)デビス総支配人,トロント

大学林学部(同)ノルデイン学部長

西ドイツ　バイロイト大草(バイロイト)ツベル77-教授,バイロイト営林局(同) 7イ

ッシャ-局長

オーストリア　ウィーン国立林業試験場(ウィーン)エガ-場長,ナテル科長,ホルツァー

科長,ウウーン農業大学演習林(同)マイヤー教授

ス　イ　ス　国立林業試験場(チュー))ヒ)ポシャド場長,シュパルツェンバッハ次長,ビス

タ-科長,ホ一七バー科長

フランス　フランス国立中央林業試験場(ナンシ-)プ∴バレル場長.パルデ造林生産部長

IUFRO学習旅行参加者は次のとおり｡

ハン;(前出),ハッチンソン;アメリカ北中部林業試験場(セントポール),ロイド;アメリカ

北東林業試験場副場長(プロモール),ミヤタ;アメリカ森林伐採試験場(ホートン),オーマン;

アメリカ林野庁研究局次長,　サリバン;アメリカ科学教育庁次長,　ブル-ガ- ; (前出),

ケイフォード; (前出),レドモンド;カナダ林野庁相談役,　シュミット;カナダ　B. C

州林業研究所長,　ス-ス;カナダ･アルバータ州林業研究課長,　ステネカー;カナダ林野

庁国際林業連絡官,　ポシャド;スイス国立林業試験場長(チュ-リヒ郊外),ヴァン･デル

･ポール;オランダ林業と風景研究所長(ワーゲニンゲン),マーレン;オランダ　ヒンケル

ホルト林業経営教授,　ボスマン;南アフリカ国立木材研究所長(プレトリア),クロンホウ

ト;南アフリカ林業研究所副場長,スタビングス;南アフリカ　ナタル大学教授,

研修にあたりお世話をいただいた寺田副知事はじめ,自治研修所,道立試験研究機関連絡協

議会,株務部および当場の各位に深く感謝申しあげる｡　　　　　　　　　　(場　長)



〔アメリカ北中部の広葉樹育成事情〕

昭和54年9月16日から9月21[ほでアメリカ北中部の北方広葉樹林地常のミネソタ,ウィス

コンシン.ミシガンの3州をIUFRO学習旅行のバスで通り.北中部林誠(セントポ-ル).林産

研究所(マゾソン),ウィスコンシン大学林学部(マジソン),紋化学研究所(アプルトン),林業

科学研究所(ラインランダー)を能率よく訪ねることができた0

3州の森林は北緯42度から47度にある平地林である｡樹種,林相は北海道に似ている｡広葉

樹の蓄積が多く,広葉樹の研究は盛んである｡例えばミシガン州マルケットには北方広葉樹研

究所が設けられているD　3州の林型別面積は表- 1のとおりで,合計5千斤エーカ(2,0007?ha)

の中で,最も多い林型からあげれば.ヤマナラシ･カンパ体型.トウヒ･モミ株型,カエデ･

ブナ･カンパ棒型である｡

3州の針広別寄掛ま表-2のとおりで,合計397億立方フィート(11億nl)のうち, 73%が

広葉樹である｡

幸運にも,以前に北中部林試場長(7州を対象にして, 9カ所の研究機関を統韓する)であ

ったオーマン(Ohman )林野庁研究局次長と旅行を共にして,北方広葉樹育成の研究者を二

名紹介してもらうことができたo　今凹は,その結果人手できた文献の一部を紹介するo

秦-1　3州の林型別面積
即-<f. '蝣1.0()0エーカ`

株　　　　　　　　型　　　　　　　　　　　ミシガン　　ミネソタ　ウィスコンシン　　.汁

ストロー7､㌧マツ･レジノーサマツ･バンクシアマッ

トウヒ･モミ

ナラ･ヒソコリ-

こし･トネリコ･ドロ

ー蝣; i .　蝣蝣' ～ I:　､

ヤマナラシ･カンパ

1,941　　　1 ,339

5,079

2,046　　　1 ,201

1,725　　　1,818

1,235　　　　4.515

1 ,673　　10.040

2.661　　　5.908

1,271　　　4,814

5,164　　　　　933　　　　3,506　　　　9,603

4.636　　　　6.509　　　　4.190　　15.335

18.800　　　16,879　　　14,536　　　50,215

義-2　3州の針広別蓄積
単け: i'i)J<!.)jフィート■'

州　　　　　　　　　　全樹種　　　　　　針葉樹　　　　　　広葉樹

ミ　シ　ガ　ン　　　　　　16,558

ミ　ネ　ソ　タ　　　　　　11,727

ウィスコンシン　　　　　　11,411

4,313　　　　　　12,245

3,896　　　　　　　　7,831

2,633　　　　　　　8,748

計　　　　　　　　　　39, 696　　　　　　10. 842　　　　　　　28 ,824

' lエ-カは約0.4ha. …　tiij､'Uiフィートは約28.300ml



クラウ博士からの情報

Thomas ti. CroW　博: (-1ヒ//｣'蝣｣樹仰′光)Vf.し

イ7 Xテ1卜にfjミ†,3北Jjlム築樹J)ja林と`r:_態LI)プ

ロシi.'7卜蝣j-y-　か(,人TI-のf′の

｢北部ウィスコンシンと上部ミシガンにおける北

方広葉樹の地位破曲線｣ 12和(サト'7ilXす, 7'

aqⅨ嘩拓Msmz岩/.,->)xf), *'*y訪匂Eoe眉m

ニーカンパ).アメリカブナ.アメリカシナノキ, /'

メリカニレ.シロト才､りコ(アメリカトりネコ>, 7

ロトネljコ(アメリカクロシオブ).クロサクラ(セ

ロナナサツラ),アカナラ,へ-ハーカンパ(ハヒ‖

7_tラカンパ).ヤマナラシ)に-)いてion11-.'一書三まで

の′】三良曲線がつくられている　rMを発妃として:土,

北ノj広襲柳M齢J_次経のffl絹のそJI fれの胤ftt.ii

巧ilが舛つていることであ･,た､樹l'"'j生長曲線の形は,

細川にはシナノキ,ニレ.トりネコの生長がV-いが.

John H. Ohman

has been ap-
pointed directorof
the Forest Insect

and Disease Re-

search Staffforthe

U SDA Forest

Service in Wash-

ington. D.C. A
Forest Service

employee since
1961. Ohman has

been assistant chief of forest disease

research, and assistant director of

watershed management, engineering.

recreation, and wildlife habitat re-

ヽearch at the Northeastern Foreヽt Ex-

penment Station. Ohman served most

recently as director of the North Cen-
tral Station. He succeeds Keith R.

Shea, who is currently assistant direc-

tor for program management with
USDAlヽ science and Education Ad-

m‖11Stration.

オーマン林野庁研究局次長

(JoumaJ ど-f Forestry,1979. 3壬;k約)

ほとんどの樹純が肘以である.｢しかし50小後coM'fftかl･.†ウニの地f.fcでは.樹鮒Hr】のL舶&^#rcは

杵にII)])ノtになる_.例えば.小･ll.地化のキハダカンパと'/tjサクラは.晩蝣IM二は軌iV｣上主が顔

える-J州W-i【二.7'カカ上-rと7メリカ-/+は他樹純よりも晩if.11はよい樹l'11.推上主をfK-Jニも

う･つのjTi磐な権妃は.はと/Lとの樹椎で.帆:Vi三上訓tl線の形は地化にl,kじて多様であるノ'J;

他i>'Vlド!ト∴.▲LT'ォi'O:v"l-.l<う･蝣:iii蝣'il"x'ニりIl.-tl.'l二二in.他{.'�"蝣.'＼litIト:Lf'.'vi∴二･心二㍍l¥:毒

'K良を行い,50if一後に′1三振が線J.嶺となる〕Jl*I.>1の軌'蝣�"1を曲者如り-,才たうと,lOOff-*では,丁カカ

エデ120フィート(1フィートは約0.3m),アメリカシナノキ115フィート.7メリカニレおよび

シロトネリコ110フィートである.っ

｢北中部州の北方広葉樹に対する経営者ハンドブック｣(ヤマナラシ,ナラ.クロクルミに

/)いては.それぞれ別冊cT)ノ､ンド71ソクがある)まず.北Jy広美樹造林f･.の垂カ.をのペているO

北Jjlム襲樹林は.いくつかの森林型からなるが.二つのプルーフに分けることができる._I

つは,サトrLJカエデと他の極**和樹柚から怒る排水のよい､I/_地のものであり,いま-)は.亜

梅悠f日脚帽から71･る排水のよくない.もしくは過ら猫の_､uthのものであるっ

l蝣-:%-な北h'fc射封椎は.通常はi支社L良筆.hォJ齢である,,商11
rrn価Mの!蝣蝣']い樹柏は.中棚から
非絹に強い耐仏性をLつ｡長期の*.態fi'jft;房向としては.北Jj広築樹林はサトウカエサトr17

カエデ-ブナ,またはカエデーシナノキはどの梅h｣相に向うっ1はも線l.並な'｣移型のものは二レ

-トリネコであり.これは排水の悪い蝣/.地の悔bfc租である二IKも急速を変移型のものは,より

よい排,kの-VJ<也にある.:.片寄I-'た伐採やこれと紙似cT)伐採は梅'&mへ押通に変移させる..



主な広葉樹は多膚であるが埠には不規則に結実するo　カエデはいかをる上木除去の際にも.

片寄った日陰をうけても容tyIに実生繁埴するO　キハダカンパやカナダツガは実生繁殖のために

株r末づくりが必要であるD

萌芽力はいろいろであり.ブナ,二レ,シナノキ, 7カカエデは萌芽しやすい｡キハダカン

パはまれに萌芽する｡若木は老木より萌芽しやすいO　シナノキの萌芽,他の樹種の実生と椎樹

の萌芽(胸痛直径2インチまで)は北方広葉樹林を再生するのに望ましく思われるo　シナノキ

は一一般的な材質(幹の通直件,分枝,生長率,抵抗性) hから最.引二評価され,サトウカエデ

は最低に評価されるo　他の樹種は中位であり.不走杖(貧弱な樹形の原I*J)は,ひどく被圧さ

れた後に,強度に疎開された北方広葉樹林に頻発する｡

北方広葉樹林の林型を次のように分類しているO　サトウカエデ.サトウカエデ-シナノキ,

サトウカエデーキハダカンパ.ブナ-サトウカエデ.ヤマナラシー北方広葉樹,ペ-パカンパ,

ペーパカンパ-ヤマナラシ,ペーパカンパー北方広葉樹, 7カナラ-北方広葉樹.低地広葉樹,

ヘムロック(ツガ)一北方広葉樹,未手入れ_二次株(粗放伐採あとで,同齢幼齢林か,より小

さい林で,貧弱を姿の上本が点在するO初めはサトウカエデがでて,多樹種が混じてくること

がある｡ほとんどが萌芽により更新した株もある｡革か潅木ではじまるのが普通である｡)

施業指針　=勧告の鍵''から　…勧告リスド　をひきあてる表がつくられている｡

Itt告の義一

実生林(胸高直径1.4インチ◆より小)一立木度中

1　t*｣1

2　エ-カ当り胸高断面積合計40平方7イ-トH u下の上木が散生する株分

a　散生上木がヤマナラシかアカカエデ

b　散生上木が他樹種の上木

稚樹林(1.5-4.5インチ) -立木喪中

1　キハダカンパとシナノキか7カカエデの萌芽群の林分

2　萌芽がないかまたはキハダカンパのない株分

3　エ-カ当り胸高断面積合計30平方フィート以下の散生上本をもった妹分

幼齢林(4.6-9.5インチ)一立木度中

1　エーカ当り胸高断面構合計100平方フィートより小さな株分

2　エーカ当り胸高断面稜合計100平方フィートより大きな林分

a　キハダカンパ　20%以上)

b　ヘムロック(50%以上)

C　北方広葉樹(リスト外の樹種)

d　ヤマナラシー北方広葉樹

■ 1インチは約2.5cm, … 1平方フィートは約0.llTf

肋'(蝣.リスト

*　蝣蝣:

c
o
 
a
>
　
o
 
n



e　ペーパカンパ,ペーパカンパー北方広葉樹

他はIhft f>"1上卜'

地位指数　50-60

地位指数　60以上

f　　サトウカエデーシナノキ

g　サトウカエデーブナ

用材林　{9.6インチ以上) -立木庭中

1　北方広葉樹(アカナラー北方広葉樹,低地広葉樹,サトウカエデ型)

a　用材用立木の胸高断面積合計80平方フィート以下

b　用材用立木の胸高断面積合計80平方フイ-ト以上

2　サトウカエデーブナ型の林分

3　ペーパカンパ地位指数60以上の林分

4　ペーパカンパー北方広葉樹型の林分

5　ヘムロック,ヘムロックー北方広葉樹

その他-立木度疎

幼樹または用材用立木が40平方フィート以下,または間隔のよい稚樹が

エーカ当り1,000本以下または間隔のよい実生更新樹が5,000本以下
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"勧告リスト"

1　いまはなにもするを,椎樹にをったら見直す｡

2　更新樹の樹高が4フィートに達し, 50%以上が有望樹種であるときは,上木を除伐する

か相殺する｡

3　更新樹が幼樹になったら上木を除伐し,必要であれば7カカエデの切株を薬殺する0

4　キハダカンパと萌芽群を間伐する0

5　いまはかこもするな.幼樹に在ったら見直すQ

6　上木を除伐または相殺する0

7　異齢林施薬を予定するときは,胸高断面積合計が1007イ-トに達するまでかこもする

｣｡同齢林施業のときは同船立木標準(図,表省略)に従え｡

8　キハダカンパを助長する｡

a　同齢林では同齢林分改良施薬(TSI)をするo　カンパを解放し,サトウカエデと区

別するo

b　異齢株分を発展させるときはTSIをする｡有望樹種で高品質の幹をもつものはすべ

てO　とくに,キハダカンパはいかなる大いさでも0

9　ヘムロックを助長するためTSIをする｡同齢林分標準に従うO細めにサトウカエデを区

別し,次に他の広葉樹を｡広葉樹林分を展開するために.林分が100平方フィート(4.6

一地位指数50, 60は服周の他作指数の約15. 18に相当するO



インチu L)に達したときにTSIを行い,有望樹種ではいかなる高品剛封斡をも育てるo

lO　伺齢林分を保つためにTSIを行う｡同齢林分ガイド(省略)を用いるO　輿齢林'71を発Iii

させるために林分が100平方フィートに適したときにTSIをする0

ll a　ヤマナラシを保つために皆伐｡

b　下層木が北方広葉樹のときは群状択伐により北方広葉樹に変換する｡

C　林分が北方広葉樹と幼齢のヤマナラシの混交林の場合は.北方広葉樹に変換する｡

ヤマナラシを区別する｡

12　a　60年生J,1前に皆伐Q

b　望ましい耐陰性樹種が下層木として現存するときは,群状択伐する0

13　間伐が可能なものを除いて, 12と同様｡

14　売れるものであれば下方より間伐｡ペ-パカンパを保つために他の広糞樹を区別するも

のと,北方広葉樹に転換するために他の広葉樹を育てるものとあり('S略)a

15　シナノキが50%以上の林分では,妹分が約130平方フィート以上に遺したときに伐採O

シナノキが50%以下の妹分では,株分が100平方フィート以上になったときに伐採0

16　ブナを区別するため.残りの胸高断面積合計が60平方フィートに与るようにできるだけ

多く伐るO　ブナを保ち,または増やすために, 85平方フィート以上の残存妹分を残す｡

17　同齢林では, 10年間に再調査｡異齢株では,ガイド(省略)に従う0

18　耐陰広葉樹の同齢林分を保ち発展させるには同齢林の立木蓄積ガイド(省略)により間

伐し,ひ陰林施薬により更新O酎陰樹種異齢林の保持発展には, 10年周期で択伐0

19　ブナの立木蓄横を減らすために,製材用材になるものについては,可能なかぎりエーカ

当り胸高断面積合計が507イ-トになるまで択伐｡

20　ペ-パカンパの天然更新をはかるため,皆伐林地を準備する.

21北方広葉樹に転換するために,群状択伐｡

22　a　ヘムロックを保つために,輪伐期までに間伐(方法省略)O　その後,地味準備と人工

下種による傘伐施業(省略)を用いる｡

b　キハダカンパを保つため,輪伐期までに間伐｡地床準備をした傘伐施業によりサト

ウカエデを区別するQ

c　同齢耐陰広葉樹に転換するため,北方広葉樹標準(省略)まで間伐o地床準備なし｡

d　北方広葉樹異齢株に転換するために択伐｡

23　広葉樹もしくは野生動物生産が目的であればかこもするを｡すぐに生産が要求されると

きは適当を針葉樹に転換する｡■

つづいて~具体的な施業法,施業基準などが記されているが省略する｡このハンドブックは北

海道の広葉樹林施業の体系化にたいへん参考になると思うO

あとの文献は標題だけ紹介する｡



｢レイクステイトにわけるサトTt/カエデの'主:.良と(IN-V壬に叶｢る綿消憎flit｣,｢北ift'Mスコンシ

ンにおけるパイーh -?スと*.#.｣,｢幼齢カエデ林にわける軽の分散｣.｢9ir｣緒のサト7カエ千とキ

･､ダカンパ実1=_箔のtf_良｣. ｢%齢北>m襲樹の′t:_良丁欄システムの∫榊曲｣.

サンタ-博士からの情報

紹介されたもう･人のIvan L. Sanden博上(ミズ■-リ州コロンビアにある顔柚研究fVf,ナラ

i L二･ _　　　Hi肘Vr'k7.∴"-!一蝣:I:O.inトト'-'V-.ti早｣へ　蝣,. ,蝣蝣'-.!　. -*!蝣.'. ､､ト')t.∴HL三モ

越のみ紹介する｡

｢北中部川にわくiるナラの経常ハンドブック｣,｢傘代作実はによるナラ林の更新｣にわは光

珠内李,掛(1.44で抄訳紹介した),｢ナラ-ヒーL'コリー林型のための造林体系｣. ｢ナラ漸伐作文の人

いさ･,次州文相への'｣良に対する錠｣, ｢中部州の台地における広葉樹林の更新｣｡

ロイド副場長からの情報

なれこの旅行で北東部柿拭くペンシルバニア川1tjモールにあり. 14川を対象にして, 15-｣

f;frの仰究機関を統輪する)のLloyd別掲良とl祁fして.各研究pjfの広菓樹M'究課題を知-'たの

mmmi崇.`

バ-モント川バーリングトン, Geoge D. Aikenサトr7カエデ研究所;｢サトウカ1デ樹液と

木材生僅｣. ｢カエデ里穂市場と木材エネルギー研究｣o

オハイオ州デルJ; jlT研究所･,｢台地東部広兼樹に対する木材測定と経営計画｣, ｢高品肘ム集

樹の病害｣O

ニューハン7~シア川//II′､ム.森林杓･t':研究所･,

｢二1-イングランドにも.ける北方広葉樹林の生態と

経営｣.｢｣ヒ触亨に樹椎のan柚改良(イースタンコトン

rL)ッド(ヒロハハコヤナギ).交推ホ7■う.高占iwi-iiit広

柴樹)｣,｢ri;集樹Ii三態系からの水管‡と木立とJrl

コネチカット州ハムテン.森林病虫害研究所;｢林

木の枝捕れと蛮ョW7ナ)｣.｢北束招じ森林虫窯の生

態と経営(ナラーヒッコリ-森林)｣Q

ウエストバ-シ十二7州モルガンタウン.森林科や

相思巾;｢広柴樹材収櫓｣く〕

ウエストバーf/二ア川パーソンズ,木材と淀城研

究所;｢北部7パラシ~r広築樹の造林｣｡

r'/J-ストパ-シ`二ア州フ■リンストン,森林料Y-"研

究所;｢li､栄樹素材の供給増人｣,｢低n広葉樹の利柑｣O

ペンシルバニア州ウオレン.森林科蝣7W究所;｢7

､∴･･･■～.'II,I
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〔カナダ　オンタリオ州の広東樹育成事情〕

昭和54年9月230から9月27日までカナダのオンクリオ州の林業研究祝祭をしたO国立のグ

レイトレク林業研究センター(ス-セントメリー).国立の森林病害管理試験所(同).州立の

オンタリオ林業研究センター(トロント郊外メープル),シエリダン産業公園(トロント郊外ミ

シンガ).アビティビイ製紙研究センタ- (同),オンタリオ研究財団(同)で学習した｡その

うちから,広葉樹の育成研究事情について報告する｡

カナダを4日間パスで施行したのはオンクリオ州南部であるO　ほとんどが平地林で,林相は

道東の針広混交株を思わせるほど北海道と似ているO　オンタリオ州は北緯42度から57度にわた

り,カナダでは最も多種類で,生長の早い広葉樹が分布しているO主を広葉樹はカエデ,トネ

リコ,サクラ,クルミ,シナノキ,ナラ,ヒッコリーであるO　今回紹介する文献にみられるよ

うに,オンクリオ州では広葉樹人工林の研究が非常に盛んである｡カエアシロップが重要な産

業であり, Eg旗にサトウカエデの葦があしらわれ,メープルに州立林試があるという様子であ

m

オンタリオ州は日本の3倍弱の面横があり,林地は北海道の林地の10倍の57,000千haある｡

所有別経営別には州営王有休90%,国営王有株1 %,民有林9 %であるo生産可能株は42,600

千haで,成熟林分54%,未成熟林分30%,更新林分9%.潜在生産棟分7%である.羊棟は,

4,267百万rrtで,針葉樹が60%,広葉樹が40%であるo樹種別にみるとマリアナトウヒ29%,ポ

プラ19%,バンクシアナマツ13%,シロカンパ(ポピリフォリアカンパ) 10%,そのはか,バ

ルサムモミ,ブラウカトウヒ,サトウカエデ,キハダカンパ(アレガニ-カンパ),ストロ-プ

マツ,ニオイヒバの順である｡

グレイトレイク林業研究センターのケイフォード場長とオンタリオ林業研究センターのプル

ガー場長とは,アメリカ,カナダを10日間同行したので,両氏から広葉樹育成の文献を入手す

ることができたO　今回はとりあえずこれらについて紹介するO

ブルガ-犠長(州立)からの情朝

｢南西オンタリオ広葉樹林の擬営｣　カナダーオンクリオ共同研究委員会によって, 1973年

に｢南西オンタリオ広葉樹林の経営｣シンポジュームがもたれ,次の14の発表があったo

l　南西オンタリオ広葉樹林の利用と経営における問題

2　民有地における森林経営の実行

3　南オンタリオg)台地と低地における広葉樹の研究

4　広葉樹造林技術(間伐と施肥試験)

5　広葉樹林経営における美観と快適性

6　広葉樹林の測定におけるプログラムの利用



7　アメリカシナノキの生態的妃)jI光珠内李鮎MViで抑r/

8　正二射封と野毛動物は忠地

9　広賛樹人工林道収

1O　森林樹木育成におけるW#M

ll →i卜,.,-,.-,- ÷ iit.iVト■､`卜MH

12　広磐樹の変色と腐朽

13　オンクリオにfJLHる,i<プラ帝紹cW一抹

日々｣im局tafEEfimlfiはEmm謂眉目H田

｢広葉樹の収律義｣ 1960-F-fM ケイフォード場長　　　ブルガー場長

ヤマナラシ100ff一当:.I等他では.樹.;$29.7m.托維32.5ぐm.　　り蝣w本,総′い｣n93,vf

シロカン′tW-fc I等地では.樹高22■,1m.政経24.lcm, ha,-川618本.総lL-二弦324m1-

耐提作広築樹190 '¥:-'仁I TS他では.樹,$24.lm ,総′l三縄387rrf

｢1978年の林業研究｣　このうちから山襲鮒削糸のmi　を祁介する｣

途の,k ホ7ラの¢軒先 クUン増軌　抑'}ロンのhl込み,ホプラの化V:S#,さしき

にお目る蝦の評価.肥料'｣?�"求の,沖胤　地[if.との伺係.ボブ~ラの収柏.ホブラ射たの'!蝣:物′蝣itf.と

調査.生確.'IK　測モデ&.轟分柄札　軸物と入りtiffi仰こ対する矧′けど,燃料としてのホフ■ラ,

監鄭重此腰腰:キハダカンパ林の更新,カエデ林分のmi原動力.サトrl/カェデの健W"¥

i¥lh'<¥･) '.'.けい., J; ,∴-.">止iU. t､に弓:vj.LFmの1.-i嘲. tit?._蝣rtrtw､11**�">'!-:上(. t'ロ一日∴ ､l､

1三枝解析,二レの脊椎と憎解. i!.'iift-わける広柴樹林の改良. |Mj付二おける地位&''｣,サトウ

* 1蝣".'lII'!二if▲トu.　>-　�"　¥一二】`卜　　こ･-の巳と`手'I.蝣ト∴･LI -､Hの､KM. ▲蝣-I-'イを､'､上梓'な

あとの文献は横越だけ紹介するユ

｢グロクルミ;広棄樹混交林の価値ある仲間｣. ｢iiiiォi寸ンダリオrwj子.1;おけるポ7L■ラの各種造

林｣, ｢成功した7カナラとL,シ■/-サマツの粥柄造林｣, ｢森林更新オンクリオ協議会議事録

(1978)｣. ｢,父娘ポプラのせ化-m見解｣, ｢･iiフーラの栽培｣､ ｢柑乾期施箕にfjける交牲ホブラの

'fi物il互生〟だ｣. ｢三郎1円と他のイ川】Sサ蝣冬物のft経としての-,k推ホ7'ラの糞｣, ｢選抜ホ7うクロー

ンのシマシ､ン耐作｣, ｢交雑ホプラ造林地の虫怒｣, ｢オンクリオにわけるポプラ造林の縫w傾向

とmi｣, ｢食料と繊#.のための交椎ポプラ栽培｣, ｢オンタリオにおけるヤマナラシ奮遊詞毘｣,

｢2 f-ロ-ティションにわく†るJk椎ホ7うの収:!止とHti｣, ｢滴内オンクリオにおける間代授15ff三

のl左巻樹林分のlliI関｣, ｢樹木側溝チーフで測られた季節生長における賀態と造林条件の紙幣｣.

｢カエデ5椎の樹楯とシロップ｣, ｢林柴肝発のための改良した測樹器｣.｢広葉樹と潅木の造林法｣

(これは後述の珂-7.で[il版のものに,潅木を抑えたもの)_,

ケイフォード場長(国立)からの情報

林即庁では. ｢おオンクリオにおける広襲樹造林の経､Y.と紬化樹に対する根術開発の研究を行



っている｡生理学的研究では,造林された苗木の能力が急速に開始され,新しい根と十分な根

系が伸長することが成功のもとであることを解明したO　いまは貯蔵や取り扱い方法によって,

苗木の生理条件が調整されて出荷できるようになった｡それまでは広葉樹造林の失敗が多かっ

たが,いまは主要樹種について造林ガイドブックができ,安全を造林が行われているO

｢南オンタリオの農廃地における広葉樹造林のガイド｣　グロクルミ,シロトネリコ(アメ

リカトリネコ),キンヨウカエデ.シナノキ, 7カナラについての各論があるO密楯でをく麻植

して枝打ちする｡樹種混交は望ましいがむすかしい(列状に混植すると一方が優勢に在り,他

方がひ!アされる｡除草剤の効き方が異なる)o植え付は機械による｡苗木は無味替えの1,2年生

で最低30cm,一　美楢もするO施肥方法oねずみ害防止O事業費見積り｡などが記されているO

7カナラの例を記す｡

£過jA-深く,肥えた,湿った,排水のよい砂質壌土で最適生長をするO実生苗は粘

土から排水のよい洩い岩石地にまたがって生長はするが,これらの立地では生長は惑いo

鳳を工此ゑ一過度に卓乞燥するか排水の悪い土壌O

敗三上まま-植える前年の8日に, Roumdup　除草剤)をha当り4.7｣,植栽地全面に,もし

くは少なくとも1.8mの筋状に散布する｡散布一週間後にプラウとディスクなどで散布した面

を耕うんする｡

AIA^vw^.年生か2年生o実まきはねずみや雑草の防除がされるときは有礼一般には.苗畑

生産の苗木の造林が実まきよりも成功が保証される｡

換妓鯉-立地条件が許せば,できるだけ春早くにO決して5日中旬より遅く在らぬこと0

歳級友法-くさび法を剛､た機械樺かスペイド楢, 1･5×3.0　間隔, ha当り2,177本楯D

換放壊淵逝隆一植付の少しあとにPrincep80W除草剤)をha当り5.6ka,苗木のために

筋状かスポット状に散布するo　さらに植付当年と翌年の10H二,あるいは翌年と3年目の4月

に,同じ地域にPrincep80Wをha当り6.7kq散布するO必要なところでは3年目以後も苗木が

雑草より抜きでるまで散布をつづける｡

うさぎ･ねずみ防除-うさ ぎの棲息密度の高いところでは,集約狩猟や全面防.2&柵,秋ごとに

苗木に嫌忌剤を散布すること.苗木に網をかぶせることなどによって,若い苗木を食害から守

る必要があるO　ねずみによる幹の食害が問題であるところでは,雑草を除去するか幹のまわり

にガードをつける｡

旗〈瓜〉良一植付後5年の間に樹幹をよくするために二叉木や個々の枝を毎年枝打ちするOその

徳,最下枝を3-5年ごとに除くo Lかし,常に樹高のU-lA>の樹冠を残すO

ま戯(1978) -3年間でha当り500ドルであるoそれぞれの事業について.洋

細な説明があるが省略する｡



〔西ドイツ,オーストリア,スイスの広葉樹育成事情〕

今lォ]ヨーロッパで研修した森林は西ドイツの′りエルン北部のバイロイト周辺,オ-ストリ

ア東部のウイ-ン周辺,スイス北東部のチューリヒ周辺およびフランス北東部のナンシー周辺

であるが,これら各地の森林は,国が逮っても施業法に類似したものがあり下記のように一括

して記せるとと思う｡

1　その歴史からみて森林のすべてが二次林とみられるが,広葉樹林も針葉樹林も針広混交

株もいずれも高蓄積で,森林を大事に育てている印象が強い｡

2　｣菓樹林はナラ,ブナが主で針葉樹林に転換しか､で,広葉樹の天然更新を期待した施

業をしている｡

3　伐採面は極めて′ト面績(スイスでは皆伐禁止)である0

4　伐期齢は所有を問わず100年以Lで,ナラでは伐期に達しても生長のよい優良大径木は

生長の衰えるまでイ呆残している0

5　地床植生が極めて少をく,天然更新が容易0

6　薪の需要があるので広葉樹林の保育に役立っている0

7　長期間(40年　-100年)の試験棟測定がある｡

〔西ドイツ〕

10月1-2日にバイロイト周辺の森林を,ツベル77-教授とバイロイト営林局長フィッシ

ャー博士の案内で学んだo　バイエルンでは,地質によって林相が分れ,石灰岩地帯では広葉樹

林となり,花樹岩地帯では針葉樹林になるというO土壌酸度では顕差があり,前者ではpH5-7

であるのに対して後者ではpH4であるという｡花尚岩のゼ一･ヒュケル(972m)はトウヒの純

林であったOバイロイト市西方45kmにある県有林はブナ,ナラを主にした通直樹幹の美林で,

石]大岩土質の立地に応じた天然更新がはかられているO幼稚樹保護のため鹿書防止の鉄線柵で

5カ年囲う｡生長のよいナラ優良大径木は保残している｡伐採は直営で,林道に運んで売る｡

d単価(ドイツマルク)はナラ家具用丸太3,000,ナラ並250,ブナHO,マツ上500,マツ並130,

トウヒ140ときいた｡

バイエルンの森林統計は次のとおり(7ルゲマイネ･フォルスト･ツアイトシュリフト略し

てAFZ, 1978�"40号)｡人口1,080万,土地面積700万ha,森林面積250万(針葉樹77%,広葉樹

23%),所有区分一県有林33%<市町村および団体有林14%　私有林52%　国有林1 %,伐採量

880万rrf (県有林420万･市町村をど130万･私有林320万.国有林10万,県有林からの出材比一

広17.5%,針82.5%),自然保存林5,000ha,県有林80万haの取得歴一旧バイエルン県より32%,

1803年の土地分割以後の県有林より47%,教会等の所有より19%,最近15年間の取得2 %O

〔オーストリア〕

10月4-5日にウイ-ンの国立林試およびウィーン農業大学演習林で学んだO国内経済林320



万haの80%がトウヒ林であり.収塵の多い点から株.紙では針真樹の研究が専らであると.説明さ

れたo実験苗畑ではトウヒ,モミ.カラマツ,ポプラの権地.拭験が行われ,ポプラでは日本で

選抜されたカマブチ種がよいという｡

ウィーンの西方へ60kmにわたって丘をおおっているウイ-ンの森は.ブナ,ナラを主体とし,

クマシデ,トネリコをわす､かに混ずる広大な広葉樹の密林である｡ 50%が国有林･市有林であ

るO　この森林は保健休養のためのもので,路網もよく整備されている｡経箔林としてはほとん

ど利用していないが,将来は利剛面値の高いナラをふやす計画があるo　第二次大戦後にこの森

から薪が伐り出されて燃料危機を救ったというo

ウイ-ンの40km南にあるウィーン大学清習林でマイヤー教授の行う保育伐の選木実習を学ん

だ0　7十,ナラを主としクマシデ, 7カマツ,トウヒを混ずる傾斜地の壮齢林であるo樹群の

なかから保残する木を選び.これを阻害する隣接木を除くやり方は,北海道における保育伐の

模範になると思ったO天然更新を計画しているが,すでに幼樹群の更新があったoクマシデは

不要木とされている｡演習林内に齢練階の発展についての100年間の測定値がある(オヘンバ

ッハ演習林手引)｡

〔スイス〕

10日8日にEg立林式とチュ-1)ヒ市有林で学んだ｡ポシャド場長とは今Lg]のIUFRO学習旅

行を共にした仲でもあり.今後場報告を交換することになったO株式では針葉樹と広葉樹につ

いて両方とも研究をしている姿勢であったOトウヒ,ダグラス77-,ナラ,ブナ,カエデ,

トネリコをやっている｡南アルプスには支所をおいて5人のスタフでクリの害虫の研究にあた

っている｡

スイスは国土が狭く林地面積も100万haしかをいO高山地形の立地から環境面も加えた集約

な施業があると感じたので,梓にピスター科長から森林および土地利用計画の説明をうけた｡

実験苗畑と図書室(自動移動装置柵)が集約につくられているO

チュ-リヒ市有林シールバルトは通直高樹高(40rに達するものあり)で森株施業の極致を

みる思いがする美株である｡その内容はブナ,ナラ,トウヒを主とし,広葉樹63%,針葉樹37

%の混交林で,蓄横はha当り3声5mで,年生長量7.8rrfである100年前から近代的な施薬計画に

よって,保育間伐が定期的に行われて,現在はすべての林木がエリート木からなる林になった

という　AFZ1974. 45号に高貴広葉樹の特集があったので,その言葉の意味を案内のホ-セバ

ー科長にきいたo氏がたちどころに次のように答えたところをみると.ドイツとは共通認識の

あることが伺える｡ ｢ナラはナラである(最高級の意).ブナは森の卑親,トウヒはお金をかせ

ぐ,高貴広葉樹はLネリコ,カエデ,二レ,サクラである｣o　ナラ丸太のnl単価(スイスフラ

ン)は家具用5,000,上2,500,並800とのことである｡この林には現在スイスの指導的林学者

といわれるライブンドグト教授の42年間にわたる間伐試験棟があるO　その報文｢シ-ルバルト

における1930-1965の間伐結果｣ 1971年を入手したO



〔フランスの広葉樹育成事情〕

11朋‖54if-10日10日にナンシーにあるrHJ.Vifi央森林nFJ先帝IJよび煉林でノ;::んだフラン/1は

森林苗b'iの67%が広築樹であり,｣隻脚育収がォJ:架越であるまた.ベルギーIl^でしょ北海

娼Mナラが7メ)timナラやフランス�"ftナラと説(ナしている､.このようを'TO^co:-フランス

は従丸･r朋ほの乏しいとこ7,であり./>綾の交流がt-iyまわる二

｢フランスの林業概要(1978)｣フランスの佃帆ま5,500//Ilaで.森林Itd鰍ま1､396//ト(25%)

である｢所<i¥*.'>rはuイf林169//ha.公11~林$248/jha,臥すf林979fjha二･公<il木の総は(!｣?

i¥'hHI付こu'.Wiナト二'蝣I∴tv叶ここ.･7川j~:二十.y*蝣いりこA"*.1て;11∴･築けf-VtiT･∴-�"-f�"3-】.'!I.').

シデ8.ホプラ1.その他9).針葉樹が33%フランスカイガンショ712,ヨ-ローt'､7'カマ

ツ7,モミ7.トr)ヒ3.カラマツ1,その他3)である(､総苗軌ま16億mlで,牛生長Iit5,000

)jni(3.1%),.if.伐t_lt3.080Jjmlである｡′Ui-ituモ(1976)は;ナォ"t2.7467jnY川村では広築樹769

Ij.針華樹908/)'蝶材料では広610tj,針351;;,薪材では広108ノj)である*a材は｣321)j

u附き47】'jml.i't5)9'j'ni'v"蝣蝣もう蝣蝣|-i:【ト1nサal|i‖ftt*T∴二m'r.-～:.

ニ0')よ')別人況に対して林野iTtま次の職を･幸ノー,ている-_.①林地U)lうが不:1三椎の造林地もし

くは放生権地(帆削れ地中海擢木綿など)であるョ%が広重樹林より在るが,その1-1ミ長は

針襲樹林よりも低いし,③森林は能)]が卜分に開発されていかゝ｡伐採I
.'.I.主と繭milヒされた!.壬は滋
*uとよりも低いoqJ木材の*横が`F.妓期の水分l止に¥Mしていることはよく知られているが,

放tftfhaが非蝣ftI二多孔n引′7敬Til書二項で.容と31-に陀煤1る二.地中海地荷も陀煤する_.しかし

大きくみれば.これらの地帯でも押通(メ)生長をしている⊂:条nl･のよいポーン:i.ゾユラ.中央

111叱.･､11nい世間ill∴IA肘¥¥'-rこi!蝣'蝣>:h'¥蝣ト▲トlミM*"*nft,->::二∴Lq-i'mこ∴f>-?二七

もあるゥ20世紀絶･にわける森林官の努力は広柴樹紬の胤確と改良蝣:&<いされようこ.それは

広襲樹の不適地に対する針襲樹の造林と人面約の産地に対する造経によ-'て行)1hよ')｡

｢ロトリンゲン地方のナラ｣(中央森林師`究卿1妄蝣7-U'U-fこ引IOJ-jlOIltこナンシー郊外のソ

マンスの森のなかにある柑サr.n央森林仰究所と樹木閲およびw醸林を.訪ねた.､7■ナとナラの吏

しい広襲樹林を代り脚】いて&妃師.指されF.=夷し

い:_附鳩の肝究所である-,隅段やt勤まナラを使

-,ている一　二のあたりは農地と林地が交h/tる

二　^1LLi¥'**c>¥二日判　　いいj∴　u)'い1

をいろと■る樹林はすべてFLこ襲樹である､

ナンシーはムルト･エ･モーーtfル県の~首耶で

あるが.二のIUを'dfcようにモーセル,モウゼ.

-u　シ:Lの3mがあり,これらの4県を:†わせ

てロト1Jンケン地ノJという,ナラの傑良人作木 フランス国立中央森林研究所



の権地の一つであるO　ポ-ゾユの東方はライン川をはさんで西ドイツのシュパルツワルドであるO

後者が針葉樹林帯なのに対して,フランス側が広葉樹を多量に産出させていることは興味を覚

える｡甘地の通いよりも国民性からくるものが森林経営にあらわれているようで,研究の要が

あると思う｡ロトリンゲンの森林統計は次のとおり｡

森林地- 35.6% (843,000ha),所有区分一県有林26%,公有および団体林41%,私有林

33%,樹種別区分一広葉樹49% (ブナ高林16%,ナラ高林13,中林および萌芽林71).針葉樹

51%　モミ45,トウヒ36,その他19)｡

ロトリンゲン地方は,その好適を立地によってナラの優良大径木が産出するが(針葉樹の生

長もよく,ヨ-ロッパ最高樹高を示す樹木であるトウヒ59mがポージュにあるO ;アルゲマイネ.

フォルスト･ツアイトシュリフト1974, 4 ｢ポージュの森｣)ナラ高林は目下は非常に少なく,

中林および萌芽林からの誘導が主課題である｡誘導方法は120年乗の歴史あるフランス式転換

方法がいまも普及しているo　それは傘伐施業のあとに,下木を十分に生長させ,天然更新を適

合させる方法である｡植栽と人工下種も行うO　ナラの生産的な結実年はまれであり,非常に長

い更新期間(20-40年)を要する｡ナラの生長は比較的よく,中部および北西フランスのナラ

株の生長におよそ匹敵する｡

輪伐期は,モミとトウヒは100-140年,マツとブナは120-160年,ナラは180-200年｡目標

直径は針葉樹は45-50cm,広葉樹は50--60cm｡

ナラ林の本数基準　終日案内をいただいたパルデ副場長寮造林生産部長から得た同部作製の

上層木の樹高


